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この報 告 書 は、 日本 自転 車振 興 会 か ら競輪 収益 の一 部 で

あ る機 械工 業 振 興 資 金 の 補 助 を 受 け て、 昭 和59年 度 に 実施

した 「マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの利 用 に 関す る共通 的 な技 術

開発 」 の一環 と して と り まとめ た もの で あ り ます。







は じ め に

当協 会 マ イ ク ロ コン ピュー タ振 興 セ ンタ ー(MCC)で は 、 マ イ コ ン産業 振

興 の一環 と して昭 和53年 度以 来 マ イ ク ロコン ピュー タ応 用 シス テ ムの高 度化 、

シ ス テ ム開 発 の効 率 化 な どにつ な が る基礎 的 、 共通 的 、 先 導的 技 術 につ い て、

シ ステ ムハ ウ ス を中心 に委託 開発 を行 うこ とに よ り、我 が 国 の マ イ コン産 業 の

技 術 力 の育 成 ・強化 に つ とめ て い るが 、昭 和59年 度 に お い ては 次 の テー マ に

つ い て委託 開発 を行 った。 〔 〕内 は委 託 先

① 論理 回路 作 成 支 援 シ ス テ ム 〔㈱ ソ リ トンシ ス テムズ 〕

② 分散 型 デ ー タ収 集 ・管 理 シ ス テ ム 〔㈱ 高 岳 製作 所 〕

③ シス テ ムハ ウス用 プ リン ト配 線 板 自動 配 線 シス テ ム

〔㈱ コ ン ピュー タ シ ステ ムズ リサ ー チ 〕

④ パー ソ ナル ,コン ピュー タ用 回 線 制御 言 語 〔西 日本 コ ン ピュー タ㈱)

本 報 告 書 は 、上 記 テー マ の概 要 を と り まとめ た もの で あ る。

ここに委 託 開 発 に あ た りご指 導 ・ご協 力 い た だい た関 係 各 位 に対 し厚 くお礼

申 し上 げ る と と もに 、 これ らの 開発 シ ステ ムが広 くマ イ ク ロコ ン ピュー タ応 用

シ ステ ム の開発 に携 わ る方 々に利 用 され 、我 が国 の マイ ク ロ コン ピュー タ産業

の一 層 の発 展 に寄 与 す る こ とが で きれ ば幸 いで あ る。

昭和60年3月
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第1章 論理回路作成支援システム

1.1装 置 の 名 称

論 理 回路 作 成 支援 シ ス テ ム(以 下 、 「装置 」 とい う。)

1.2装 置 製 作 の 目 的

近 年、 い ろい ろ な装 置 が 電 子化 され、 その マ イ ク ・エ レク トロニク ス化 が著

しい。 あ らゆ る装 置 が知 能 化、 小 型 化 さ れ る一 方 で あ る。 この 変革 は、 マ イ ク

ロプ ロセ ッサ な い しプ ログ ラマ ブルLSIな ど、 汎 用LSI素 子 を採 用 し ソ フ

トウェ アに よっ て ニーズ の多 面性 、拡 張 性 に備 え る ア プ ロー チ と、 機能 と コス

トパ フ ォー マ ンスの 両方 を改 善 す べ く、 専 用IC(カ ス タ ム チ ップ)を 装 置 に

合 わせ て特 別 に 開発 し、 採 用 す る、 の2つ に よっ て実現 され て いる と見 て よい。

最 近、IC設 計 手 法 の進 歩 とIC製 造装 置 の一 般 化 に よ っ て後 者 、つ まb装

置 独 自のICを 開発 し、 採 用 す る傾 向 が特 に強 まbつ つ あ る。 一 方 、独 自の ノ

ゥハ ゥを基 に これ まで ユ ニー クな シ ステ ム開 発 を手 がけ て き た シス テ ム ハ ウ ス

にお い て も目的 とす る装 置 専用 のICを 設計 し、 そ れ らを組 込 んだ装 置 を作b、

独 自性 を保 持 した い 要 求 も高 ま って きてい る。

この様 な状 況 にお い て、 従 来 の ミニ コ ン、 大型 コ ン ピュー タ の規模 を持 つ

IC回 路 作 成 シス テ ムは、 価 格 、取 り扱 い、価 格 対 使 用 時 間 な どか ら、 か な ら

ず し も上 記 の 狙い を持 つ 中 小 メー カー に とっ て妥 当 な もの に な づてい ない。

一 方
、16ビ ッ トの マイ ク ロ コン ピ ュー タ が各 種量 産 され る よ うにな り、 き

わめ て身近 な もの に な った 。 そ の性 能 、価 格 の 面 で シス テ ム ハ ウス にお け る上

記 の専用IC設 計 を実 現 させ うる ものに 近 い と判 断 す る。

以 上 の理 由か ら、今 回 、16ビ ッ トの マ イ ク ロコ ン ピュー タをベ ー スに した

"1000ゲ ー ト以 下 のICの 論 理 回路 図作 成 と
、論 理 シ ミュ レー シ ョ ンを行

な う"こ とを 目的 とす るIC/回 路作 成 支 援 シス テ ムを開発 す る。
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本装置 は1000ゲ ー ト以 下 とい う制 限 を有 す るが、 標 準OSの 採用 と16

ビ ッ トパ ソ コ ンの 今後 の発 展 性 を考慮 すれ ば 、機 能拡 張 す る ことに よ って さ ら

に多 くの 要求 に対 応 す る こ とが で き、 時代 の ニーズ に応 え る こ とが で きる と確

信す る。

1.5装 置 の 概 要

1.5.1構 成

本 装 置 は 図1-1に 示 す よ うに 構 成 され る。 中 心 とな る ソ フ トウ ェ ア プ ロ グ

ラ ム は 、8イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク に格 納 さ れ て お り、 必 要 に応 じ て 、 マ イ

コ ンユ ニ ッ トに ロ ー ド さ れ て 実 行 さ れ る
。

キ ー ボ ー ドユ ニ ッ ト

マ イ コ ンユ ニ ッ ト

(16ビ ッ ト ・シ ングル プ ロセ ッサ)

ROM/RAM、1/0コ ン トロー ラ

等

L

一

CRT

ユ ニ ッ ト

プ リンター

_ユ ニ少 一

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク

ユ ニ ソ ト

8イ ン チ

図1-1ハ ー ドウ ェ ア構 成 図
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入 力 は 言 語 記 述(HDL)で 行 な い 、 会 話 方 式 を と る。

本 装 置 は 、 論 理 回 路 図 を作 成 し、 又 、 目的 と す る 論 理 回 路 の シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン も行 な う。

シ ミュ レー シ ョ ンは 二 段 階 で 行 な う。 第 一 段 階 は機 能 シ ミ ュ レー シ ョ ン を行

な い 、 第 二 段 階 は 論 理 シ ミュ レー シ ョ ン を 行 な う
。

作 成 さ れ た 論 理 回 路 や 必 要 な デ ー タ は 、 デ ー タ ベ ー ス管 理 プ ・グ ラ ム の 下 で

管 理 さ れ る 。

第 一 段 階 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ンは 、 レ ジ ス タ 間 の論 理 機 能 を状 態 遷 移 等 に 従 っ

て マ ク ロ機 能 レベ ル で 記 述 す る 。

機 能 レベ ル か ら、 ゲ ー トレベ ル へ の 変 換 は ゲ ー ト生 成 プ ロ グ ラ ム で 、 論 理 回

路 図 等 を 作 成 し、 出 力 す る。

第 二 段 階 の シ ミュ レー シ ョ ン は 、 作 成 さ れ た論 理 回 路 の シ ミ ュ レー シ ョ ン デ

ー タ を デ ー タ 生 成 プ ロ グ ラ ム で 作 成 し
、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 実 行 す る 、 タ イ

ミ ン グ ダ イ ア グラ ム 等 を作 成 、 出 力 す る 。

本 装 置 の概 念 図 を 図1-2に 示 す 。

本 装 置 の 取 り扱 い は 、 論 理 回 路 の 作 成 の プ ロセ ス と シ ミ ュ レ ー シ ョ ンの プ ロ

セ ス の 二 通 り で あ る 。 プ ロセ ス 図 と し て
、 図1-3を 示 す 。

本 装 置 の シ ミュ レー シ 。 ンの 概 略 フ ロー と し て 図1-4を 示 す 。 入 力 は 、 設

計 デ ー タ と シ ミ ュ レー シ ョ ン デ ー タ と も に 専 用 の 言 語(HDL)を 用 い る 。

ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成 は 図1-1に 示 す
。 マ イ コ ン ユ ニ ッ ト、 キ ー ボ ー ドユ ニ

ッ ト、CRTユ ニ ソ ト、 フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト、 プ リ ン タ ー ユ ニ ッ ト よ

り構 成 さ れ 、 フ ロ ソ ピ ー デ ィ ス ク は2ド ラ イ ブ で 二 枚 よ り な り、 マ イ コ ンユ ニ

ソ トと 同 一 ケ ー ス に 格 納 さ れ る 。 シ ス テ ム の 外 観 図 を図1-5に 示 す 。
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HDL

言 語処 理

プ ログラ ム

喝 レ

○

ノ 機 能

シ ミ ュ レー タ

1

断

論 理

シ ミ ュ レ/一 夕

●

入 出 カ

イ ンター フエース

㎏b

＼ _"

テ ス トァ 一 夕

発 生
一 ,ノ

計記 主言語処理 部 設 プログラム

ア一夕ベー ス イ ンターフ ェース

設計検証処理部

図1-2論 理 回 路作 成 シス テ ム概念 図
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入力 デ ー タ

作 成

計 算 機 に よる

入 力 デー タ の

チ ェ ック

判 断

データの入 力終了

自動 設計又 は

判 断

設計 の レベルアンプ又 は修正

又 はサ ブモジュー ル化

統合判 断

OK

設計終了

図1-3論 理 回 路 作 成 支 援 シ ステ ム のプ ロセ ス図
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HDLに よる階層的

設計 データの入力

コンパイル

階層 展 開処 理

フ ァイ ル作 成

シ ミュ レー シ ョンモデル作成処理

(論 理 回路図の作成、

論理式の作成、等)

論 理 シ ミュレー シ ョン

シ ミュ レー シ ョンの

結果 出力

(タ イ ムチ ャー ト、

等)

ア 一 夕

ベ ー ス

シ ミュ レー シ ョンの条件

の 入 力(HDLに よ る)

シ ミュ レーシ ョンデータ

の 生成

図1-4論 理 シ ミ ュ レー シ ョ ン処 理 フ ロー 図
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図1-5 外 観 図

1.3.2機 倉巨

本 装置 は下 記 の よ うな機 能 を もつ。

・階層 構 造 を持 つHDL記 述

・前 処理(プ リプ ロセ ッサ ー)

・デー タベ ー ス管 理

・論 理 回路作 成

・機 能 シ ミュ レー シ ョン

.論 理 シ ミュ レー シ ョン
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1.4機 能 詳 細

機能 は 下記 の様 に 区 分 され る。

1.HDL記 述 部

2.プ リプ ロセ ッサー 部

3.デ ー タベ ー ス 管理 部

4.'論 理 回 路生 成 とシ ミュ レー シ ョン部

容量 に 関 して は、

・論 理 回路 の最 大 ゲー ト数1000ゲ ー ト(ICの 場 合)

・シ ミ=レ ー シ ョンに必 要 なRAM容 量 、最 小320KBYTESと す る。

処 理 プ ロセ ス を図1-6に 示 す。

1.4.1HDL記 述 部

HDL記 述 部は 下 記 の各 部 よ り構 成 され る。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

1.4.2

1.

2.

3.

4.

5.

共 通 管 理情 報 部

モ ジ ュー ル管 理 情報 部

外 部 ピン定 義 部

サ ブモ ジュー ル定 義 部

結 線 情報 記 述 部

フ ァ ン クシ ョン記 述 部

プ リプ ロセ ッサ ー部

コンパ イ ラ

マ ク ロ展 開

ア一 夕ベー ス イ ンタ フ ェー ス

機 能 シ ミュ レー タイ ンタ フ ェー ス

論 理 シ ミュ レ一 夕 イ ンタ フ ェー ス
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シ ミ ュ レー シ ョ ン

開 始

HDLで 入 力

シ ミュ レー シ ョン条件

ン
ヨシ

成
一
生

レ

の
ユ
タ

ミ

ー

シ

デ

設計開始1

HDLで 入力

状態図
状態 テー ブル

状態遷移テー ブル

スーベタ

計

一

設

デ

最小状態テーブル生成

状態アサインメント

インプット式の生成

論理図の生成

修 正

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実 行

シ ミュ レー シ ョンの結 果

を 出力

終 了

図1-6処 理 プ ロセ ス 図

一9一



1.4.5デ ー タ ベ ー ス 管 理 プ ロ グ ラ ム

■'機 能 フ ァイ ル

2.論 理 フ ァイ ル

1.4.4論 理 回 路 生 成 と シ ミ ュ レー シ ョ ン 部

1.機 能 レベ ル(上 位 レベ ル)

状 態 遷 移 ダ イ ア グ ラ ム と 各 状 態 へ の ク ロ ック 数 の 割 り当 て を 行 い 、 機 能 レ

ベ ル で シ ミ ュ レー シ ョ ン を 行 う。

・機 能 デ ー タ ベ ー ス

・階 層 展 開 プ ロ グ ラ ム(サ ブ モ ジ ュ ー ル と の 展 開)

.機 能 シ ミ ュ レー タ

・ゲ ー ト生 成 プ ロ グ ラ ム(論 理 回 路 作 成 プ ロ グ ラ ム)

・テ ス トパ タ ン発 生 プ ロ グ ラ ム

試験 パ タ ンは 機 能 フ ァ イ ル か ら、 テ ス トパ タ ン発 生 プ ・ グ ラ ム に よ っ て 自動

作 成 す る 。

2.論 理 レベ ル(下 位 レベ ル)

ゲ ー ト生 成 プ ・ グ ラ ム で 作 成 され た 論 理 回 路 を シ ミ ュ レー シ ョ ンす る 。

・論 理 デ ー タ ベ ー ス
、

・階 層 展 開 プ ロ グ ラ ム

●論 理 シ ミ ュ レー タ

・テ ス トパ タ ー ン発 生 プ ロ グ ラ ム

1.4.5RAM容 量

最 大1000ゲ ー ト数 を 目 標 と し て お り、 各 ゲ ー ト当 りの パ ラ メ ー タ 領 域 は

20バ イ トを と る 、 最 大 の マ シ ンサ イ ク ル 数 を32と し て 、320KBYTE

～500KBYTEのRAM容 量 を 最 大 値 と す る
。
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1.5シ ス テ ム 評 価

本 シ ス テ ムは、 マイ ク ロコ ン ピュー タ上 で論 理 回 路 の作 成 を統 一 的 に支 援 す

る もの であ り、論 理回 路 の シ ミュ レー シ ョンを中 心 に構成 され てお り、 ユー ザ

の書 い たハー ドウ ェ ア記 述言 語 を入 力 と して、 シ ミュ レー シ ョン結 果 等 の 出力

を行 うもので あ る。

本 シ ス テ ムの 開発 に対 して求 め られ て い る条 件 は 次の通 りであ る。

① マ イ ク ・コ ン ピュー タは 、16ビ ソ トの もの を 使用 し、 汎 用 のOSの も と

で動 作 す る シス テ ム であ る こ と。

② シ ミュ レー シ 。ンは 、 ゲー トレベ ル あ るL・は素 子 レベ ル で行 うもの とす る。

③ シ ミュ レー タ部 は、 将来 高 速 化 をは か るた め、 マ ルチ プ ・セ ッサ に よるハ

ー ドウ ェア化 をす る こ と を考慮 して設 計 す る こと。

④ 入 出力 は対 話 的 に行 え る よ うに して、 可能 で あれ ば グ ラ フ ィ ソク表 示 を行

うこ と。

⑤ ハ ー ドウェ ア記 述言 語 につ い て は、

イ・ 繰 り返 し構 造 の記 述 が容 易 に行 え る こと。

・・ モ ジ ュー ル化 お よび そ の入 れ 子 を可 能 と し
、 構 造的 記 述 を行 え る こ と。

ハ・ 将来 、 ゲー トア レイ ・カス タ ムLSI等 の設 計 に使 用 す る可 能 性 を考慮

に 入 れ て お くこ と。

1.5.1シ ス テ ム 機 能 の 評 価

(1)ハ ー ドウ エ ア

本 シ ス テ ム の ハ ー ドウ ェ ア は 市 販 のPC9800シ リー ズ を 使 用 し
、 ま た

OSに は 汎 用 のMS-DOSを 使 用 して お り問 題 は な い 。 た だ 、 将 来 、 大 規

模 な 回 路 の シ ミ ュ レー シ ョ ン を 行 う場 合 に は 、 メ モ リの 増 設 ・ハ ー ドデ ィ ス

ク の 設 置 等 を 行 い 、 高 速 化 を 図 る必 要 が 生 じ る可 能 性 が あ る
。
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(2)ソ フ トウ ェア

本 シ ス テ ムの ソ フ トウ ェ アは次 の よ うに大 別 され る。

① ハ ー ドウ ェ ア記 述 言 語(HDL)処 理 部

② デ ー タベ ー ス管 理 部

③ シ ミュ レー シ 。ン部

④ 入 出力部

HDLを 、 シ ミュ レー シ ョン用 の仮 想計 算 機 の機 械 語 に変 換 す るの に コ ン

パ イ ラ を使用 して い るが、 この コ ンパ イ ラは シ ンタ ック スの変 更 等 に対 して

柔軟 に で きてい る。 また 、HDL自 身 もマ ク ロ展 開 等 、 単 な る ゲー トレベ ル

で の記 述以 上 の機 能 を有 してお り、 開 発 の条 件 を満 た してい る。 デー タベー

ス管 理 部 は、HDLで モ ジ ュー ル ご とに記 述 して コ ンパ イル され た機 械 語 を

一 つ に まと めて、 シ ミュ レー シ ョン部 に渡 す形 に した り、 各 モ ジ ュー ル を ラ

イ ブ ラ リと して管 理 す る部 分 であ り、 これ も所 定 の機 能 を有 して い る と認 め

られ る。 シ ミュ レー シ ョン部 では、 以 上 の よ うに して作 成 され た仮 想 的 な機

械語 を シ ミュ レー トして 、 回路 の シ ミュ レー シ ョンを行 うもの で あ る。 この

部 分 は動 作 上 の 問題 は な い が、 実 行 時 間 の点 で や や不満 が残 る。 入 出力 部は

実際 に ユー ザ と対 話 を行 う部分 であ り、 シ ミュ レー シ ョン結 果 の 出力等 問題

な く機 能 して い る よ うで あ る。 た だ 、 グ ラフ ィ ック を使 用 す る までに は 至 ら

ず、 論 理図 も結 線 情報 のみ に な っ たの は残 念 で あ る。 さ らに、 テ ス トデ ー タ

の生 成 につ い て も、乱 数 に よる生 成 で あ り、理 論的 に導 か れ た もの でな い点

が不 満 で あ る。

以 上 の よ うに、 不満 足 な部 分 もあ る が、論 理 シ ミュ レー シ ョン とい う大 き

な テー マ と、 与 え られ た予 算 と時間 とを考 え、 また、 仕 様 通 りの機 能 を有 し

てお り、 当 初予 定 の 目標 を達 成 して い る と認 め られ る。

1.5.2総 評

本 シス テ ムは 、 従来 は大 型 計算 機 で しか実 行 す る こ とが でき な か った 論理 シ
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ミュ レー シ ョンを、 市 販 の マイ ク ロ コン ピ ュー タ上 で 実現 した もので あ り、 シ

ス テ ムハ ウス な どが 自分 の と こ ろで カス タ ムLSIの 設計 を行 うことを可 能 に

す る第 一歩 と考 え る こ とが で きる。 しか し、 そ の た め には 、上 で述 べ た不 満 足

な 点 を解 決す る と と もに 、 よ り一 層 の機 能 の充 実 が望 まれ る と ころで あ る。
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第2章 分 散 型 デ ー タ収 集 ・管 理 シス テム

2.1装 置 の 名 称

分 散型 デ ー タ収 集 ・管理 シ ス テ ム(以 下 、 「装 置 」 とい う。)

2.2装 置 製 作 の 目 的

近 年 、 エ レク トロニ ク ス の 目覚 ま しい発 展 に よ りFA(フ ァク ト リ ・オー ト

メー シ ョン)化 の機運 が高 ま り、 さ まざ まな機 器 の制御 や 計 測 ・管 理(デ ー タ

の収 集 ・分 析)に マ イ ク ロ コ ン ピュー タが応 用 され つ つ あ る。

しか しな が ら、 これ らの シ ステ ムは 、 ネ ッ トワー ク機能 が不 十分 な た め、 デ

ー タベ ー スや シ ス テ ム構 成 の柔軟 性
、 拡張 性 に欠 け、 また シス テ ム開 発 コス ト

の増 大、 危 険 度 の集 中等 の問題 があ る 。

これ らを解 決 す る手 段 と して、 ロー カ ル エ リア ネ ソ トワー クお よび デー タベ

ー ス管理 シ ス テ ムの導 入 に よ る分 散 型 デ ー タ収 集管 理 シス テ ム を開発 す る もの'

であ る。

この 分散 型 デ ー タ収 集 ・管 理 シ ス テ ムを開発 す る ことに よ り

(1)ロ ー カ ルエ リアネ ッ トワー ク管理 機 能 の標 準化

(2)o－ カ ル エ リアネ ッ トワー ク中 に分散 配置 され た デ ー タ ベ ース に よ る分

散 処 理 シ ス テ ム の実現

(3)シ ス テ ムの段 階的 構 築

(4)危 険分 散

(5)シ ス テ ム ・コス トの低 減

が期 待 で きる こ とに な る。

2.5装 置 の 構 成

本装 置 は 、 ロー カ ルエ リア ネ ッ トワー クシス テ ム とそ の 上 に 接続 され た複 数
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の ロー カ ル ス テ ー シ ョ ン、,デ ー タベ ー ス管 理 シ ス テ ム に よ り構 成 さ れ る 。

本 装 置 の 今 年 度 の 構 成 範 囲 を 図2-1に 示 す 。

＼

】

ハー ドデ ィス ク装 置

(10MB以 ⊥)

口
(図 中3)

一"

ア一 夕ベー ス

管理 シ ス テ ム
RAM:256K

(図 中2)

「、「一.一

LT

光 フ ァイバ ー ケ ー ブル

LCT

、

RAM:256KB以 上

ロー カル

ス テー シ ョ ン十1

画

6
)

1

「

[

L

↑

1

ハードディスク装置

(10MB以 上)

フロッピーデ ィスク装置

納 入 範 囲

256KB以 上

(図 中1)

LT

ロー カ ル

ス テー シ ョン 十2

外部1/0装 置

LT

LCT

ル ー プ ター ミナル

ル ー プコ ン トロー ラ十

ルー プター ミナル

図 中1'57年 度 テー マ 「光 フ ァイ バー を 用 い た簡易 型 ロー カル ネ ッ トワー クシ ス テ ム」

図 中257年 度 テー マ 「イ ン テ リジ ェ ン トデ ィスク フ ァイ ル管 理 ユ ニ ッ ト」

図 中356年 度 テー マ 「イ ンテ リジ ェン トデ ィス クユ ニ ッ ト」

図2-1シ ス テ ム 構 成 図
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ロー カ ル エ リア ネ ッ トワー ク 上 に デ ー タ 収 集 ・管 理 機 能 専 用 の デ ー タ ベ ー ス

管 理 シ ス テ ム1台 と デ ー タ収 集 ・管 理 機 能 を 合 わ せ 持 つ ロー カ ル ス テ ー シ ョ ン

≠1、 お よ び デ ー タ 収 集 を 行 な う ロー カ ル ス テー シ ョン ≠2を 接 続 した 構 成 と

す る。

こ の 内 ロー カ ル エ リア ネ ッ ト ワー ク シ ス テ ム、 デ ー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ム 及

び デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム 内 の ハ ー ドデ ィ ス ク装 置 は、 図 中 に 示 す よ うに 昭

和56、57年 度 開 発 テ ー マ の 成 果 を 反 映 す る。

従 っ て こ こで は 、 ロー カ ル ス テ ー シ ョ ン 十1と 評 価 用 に ロー カ ル ス テ ー シ ョ

ン十2を 開 発 す る 。

2.4装 置 の 主 な 機 能

(1)ロ ー カ ル エ リア ネ ッ トワー ク管 理 機 能

ロー カ ル エ リア ネ ッ トワー ク 上 に 複 数 の ロー カ ル ス テ ー シ ョ ン と デ ー タ ベ

ー ス 管 理 シ ス テ ム を 標 準 的 に 接 続 で き る よ うに 階 層 化 した ネ
ッ ト ワー ク プ ロ

ト コル を 持 つ も の と す る。

(2)デ ー タ 収 集 ・管 理 機 能

ロ ー カ ル ス テ ー シ ョン に よ り収 集 さ れ た デ ー タ を デー タ ベ ー ス管 理 シ ス テ

ム 、 あ る い は ロー カ ル ス テ ー シ ョ ン内 の 大 容 量 フ ァ イル に 格 納 し
、 管 理 で き

る も の とす る 。 ま た デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ムは 十 分 な 主 記 憶 を持 ち バ ッ フ

ァ リン グ が で き る も の とす る。

(3)フ ァ イ ル 転 送 機 能

デ ー タ の バ ック ア ッ プ や 交 換 の た め に ロー カル ス テ ー シ ョ ンや デ ー タ ベ ー

ス 管 理 シ ス テ ム 間 で フ ァ イ ル や デ ー タ の 転 送 が で き る機 能(コ マ ン ド)を 持

つ も の とす る 。

(4)ア プ リケ ー シ ョ ンイ ン タ フ ェー ス 機 能

ロー カ ル ス テ ー シ ョ ン上 の ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム(デ ー タ の 収 集 ・

分 析 プ ロ グ ラ ム等)が ロ ー カ ル エ リア ネ ッ トワー ク上 の デ ー タ ベ ー ス管 理 シ
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ス テ ムへ の アク セス(デ ー タの読 み書 き)や 他 の ロー カル ステ ー シ ョン との

デー タ転送 を容 易 に で き る機 能(コ マ ン ド)を 持 つ もの とす る。

な お、以 上 の機 能 をC言 語(一 部 アセ ン ブ リ言 語)で 記 述す る。

2.5評 価

本 シ ス テ ム の 開 発 の 趣 旨は 、 最 近 目 覚 ま しい 発 展 を 見 せ て い る フ ァ ク ト リ ・

オ ー トメ ー シ ョ ンに お い て 用 い られ て い る マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ を 光 ル ー プ ネ

ッ トワー ク で 結 び そ の 上 で 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム を 実 現 し、 分 散 型 デ

ー タ 収 集 ・管 理 シ ス テ ム を 開 発 し よ う とす る も の で あ る
。 こ の シ ス テ ム の 実 現

に よ り、 次 の こ とが ら が 期 待 さ れ る。

(1)ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ トワー ク 管 理 機 能 の 標 準 化

(2)ロ ー カ ル エ リア ネ ッ トワー ク 中 に 分 散 配 置 さ れ た デ ー タ ベ ー ス に よ る 分

散 処 理 シ ス テ ム の 実 現'

(3)シ ス テ ム の 段 階 的 構 築

(4)危 険 分 散

(5)シ ス テ ム.tコ ス トの 低 減

本 装 置 の ハ ー ドウ ェ ア は 、 ロー カ ル エ リア ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム と そ の 上 に

接 続 され た 複 数 の 戸 一 カ ル ス テ ー シ ョ ン、 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム に よ り構

成 さ れ る 。 今 回 構 成 さ れ た シ ス テ ム で は 、 ロー カ ル ス テ ー シ ョン2台 の 内1台

が デ ー タ 収 集 ・管 理 機 能 を 持 っ て い る 。

一 方
、 本 装 置 の ソ フ トウ ェ アは 階 層 化 され た ネ ッ トワ ー ク ・プ ロ トコ ル に も

とつ く ロー カ ル ・エ リア ネ ッ ト ワー ク管 理 機 能 、 大 容 量 フ ァ イ ル と 十 分 な 主 記

憶 バ ッフ ァ に 支 援 され た デ ー タ 収 集 ・管 理 シ ス テ ム 、 ス テ ー シ ョ ン間 の デ ー タ

交 換 、 バ ッ ク ア ップ 機 能 を 支 援 す る フ ァ イ ル 転 送 の た め の コ マ ン ド群 、 ロー カ

ル ・ス テ ー シ ョ ン上 の ネ ッ トワー ク ・ア プ リケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の構 成 を 容

易 に す る た め の ア プ リケ ー シ ョ ン ・イ ンタ ー フ ェイ ス 機 能 、 な ど か ら構 成 さ れ

る。 な お 、 こ れ らの ソ フ トウ ェ ア の 記 述 は 言 語Cに よ る こ と が 要 求 さ れ て い る 。
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以 上 の よ うな 要 請 に 対 し、 今 回 実 現 さ れ た シ ス テ ム で は 、 そ れ ぞ れ の よ う な

形 で 要 求 仕 様 が 実 現 さ れ てい る 。

(1)ハ ー ド ウ エ ア

ハ ー ドウ ェ ア 構 成 に つ い て は 、 昭 和57年 度 に 開 発 さ れ た 光 ル ー プ ネ ッ ト

ワ ー ク をLANと し て 用 い 、 ス テ ー シ ョ ン と し て は 、 デ ー タ ベ ー ス管 理 シ ス

テ ム に、 昭 和57年 度 開 発 の イ ンテ リジ ェ ン ト ・デ ィ ス ク ・フ ァイ ル 管 理 ユ

ニ ッ トに 相 当 す る機 能 を 持 つ マ イ コ ン ・シ ス テ ムJ-11(20MBデ ィ ス

ク 付 き)を 用 い 、 デ ー タ 収 集 ・管 理 機 能 を もつ ス テ ー シ ョ ン と し て はTRS

-80(15MBデ ィ ス ク 付 き)を 用 い て い る
。 また 、 こ れ ら を利 用 す る ス

テ ー シ ョ ン と し てinte18086系 の マ イ コ ンJET-200が 利 用 さ れ た 。

(2)ソ フ トウ ェ ア

ソ フ トウ ェ ア と し て は 、 光 ル ー プ ネ ッ トの タ ー ミナ ル で あ るLT又 はLCT

と の イ ン タ ー フ ェ イ ス ・プ ロ トコル(1/0ハ ン ドラ レベ ル) 、LOOP

LINERプ ロ ト コル 、 フ ァ イ ル ・サ ー バ ・プ ロ トコ ル 、 ア プ リケ ー シ ョ ン ・

プ ロ トコ ル ま で の 階 層 化 さ れ た ネ ッ ト ワー ク管 理 支 援 の た め の プ ロ トコ ル が

構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 全 体 、 あ るい は 一 部 を利 用 す る こ と で 、LAN管

理 、 デ ー タ 収 集 ・管 理 、 各 種 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム が 構 築 さ れ て い

る。 こ れ ら の プ ロ トコル 体 系 を含 む 、 シ ス テ ム 全 体 の 実 現 に は 、C言 語 が 全

面 的 に 採 用 さ れ て い る 。 な お 、 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム の例 と し て、

本 シ ス テ ム で は フ ァ イ ル ・サ ー バ に ア ク セ ス し フ ァ イ ル 転 送 を 行 うと 共 に

デ ィ レ ク ト リの 表 示 、LANの 状 態 チ ェ ック 、 な どの 機 能 を 有 す る テ ス トツ

ー ル が 実 現 さ れ て い る
。

(3)総 評

以 上 の 考 察 か ら、 本 シ ス テ ム に つ い て は 、 全 体 的 に 次 の よ うに 評 価 さ れ る

で あ ろ う。

ハ ー ド ウ ェ ア に つ い て は
、・最 小 構 成 と言 え る が 、 一 応 デ ー タ の 分 散(デ ー

タ ・ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム と、 デ ー タ 収 集 シ ス テ ム)、 及 び そ の ユ ー ザ ・シ ス
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テム とに分 れ て構 成 され てい る。

一 方 ソフ トウ ェ アは、 物 理 的 シス テ ム構 成 と よ く対 応 の とれ た論 理 的構 造

を持 ち、 その 上 に綿 密 に設 計 され た ネ ッ トワー ク ・プ ゴ トコル体系 が 実現 さ

れ てい る。

これ らの シ ス テ ムの実 現 に よ り、 昭 和56、57年 度 に わ た り開発 が進 め

られ た イ ンテ リジ ェン ト ・デ ィス ク、 イ ンテ リジ ェ ン トデ ィス ク ・フ ァイル

管理 ユ ニ ッ ト、光 ル ー プネ ッ トワー クシ ス テ ムの 用途 が開 か れ た とい って よ

いo

なお、 一 つ だ け付 け加 えれ ば、 立 ち 合 テス トに お い て も指摘 され た よ うに、

実際 の場 面 で こ の よ うなデ ー タ ベー ス を扱 うシス テ ムにつ い て は、 デー タ ・

アクセ スに つ い ての セキ ュ リテ ィ(機 密 保 護)、 イ ンテ グ リテ ィ(完 全 性)

な どに つい て の配 慮 が必 要 に な る。 今 回 実現 され た シス テ ムでは この 点 に つ

い ては必 ず し も十 分 とは 言 え な い が、 アプ リケー シ ョン ・プ ログ ラ ム側 に ま

か され てい る と考 え る こと も出来 る。

以 上 を ま とめ れ ば、 本 シス テ ムは 、 プ ロジ ェク トの当 初 の 目標 をほ ぼ 全面 的

に達 成 してい て、 過 去 の プ ・ジ ェク トの成 果 を踏 まえ た もの で あ る とい うこと

か らも、 その 趣 旨に か な うもの と評価 され る。
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第3章 システムノ・ウス用 プリン ト

配 線 板 自動 配 線 シ ス テ ム





第5章 システムハ ウス用 プ リン ト配 線板 自動 配線 システム

5.1装 置 の 名 称

シ ス テ ムハ ウス 用 プ リン ト配 線 板 自動 配 線 シス テ ム(以 下、 「装置」 とい う。)

ろ.2装 置 製 作 の 目 的

シ ス テム ハ ウ スが導 入 しや す い シス テ ムサ イ ズ で安価 か つ 実用 的 な シ ス テ ム

ハ ウ ス向 きの プ リン ト配 線板 設 計 用 会話 型 設 計 援 助 シス テ ムの技 術 を開 発 す る

事 を 目的 とす る。

現 在 シ ス テ ムハ ウ スが 導入 可 能 なCADシ ステ ムは、 極 め て高 価 な もの で購

入す るに は問 題 が あb、 また 外国 製 品 の簡 単 なCADシ ス テ ムで さえ リー ス料

金 と して、 月 々5'0万 円近 い 使用 料負 担 が必 要 で あ る。 シス テ ムの機 能 面 か ら

見 て も、 シス テ ム ソフ トウ ェ アが 公 開 され てい な い こと や、 拡 張 、変 更 等 が考

慮 され てい な い こ とか ら種 々の業 種 の シ ス テ ムハ ウスへ の適 応 や業務 の 拡大 に

伴 う拡 張 が で きない の が現 状 で あ る。

当、 プ リン ト配 線板 自動配 線 シ ス テム は、 昭 和57年 度 開 発 テー マ 「シス テ

ムハ ウス用CAD端 末 」 及 び昭 和58年 度 開発 テー マ 「シス テ ムハ ウス 用 プ リ

ン ト配 線板 設 計 援 助 シス テ ム」 の成 果 を発展 させ た もの で あ る。

本 年度 は、 前 々年 度 、 前年 度 開発 したCADシ ス テ ムの 核 を さ らに発 展 させ 、

指定 テー マ の 目的 にそ っ て機 能 ・条件 を満足 させ

① 線分 探 索 法 に よる 自動 配 線 機 能

② 迷 路 法 に よる 自動 配 線機 能

③ 結 線 要 求 管理機 能

④ パ タ ー ン管理機 能

⑤ エ ラー チ ェ ック機 能

等 の機 能 の 追加 ・強 化 を計 る。
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ろ.ろ 装 置 の 概 要

本 装 置 は 、 次 の 部 分 に よ っ て構 成 され る。

1)シ ス テ ム コ ン トロー ラ ー

(昭 和57年 度 納 入 分)

2)カ ラ ー デ ィ ス プ レイ/キ ー ボ ー ドタ ー ミナ ル

(昭 和57年 度 納 入 分)

3)X-Yプ ロ ッタ ー

(昭 和58年 度 納 入 分)

'4)タ ブ レ ソ ト

5)デ ィ ス ク ・メ モ リー

(昭 和58年 度 納 入 分)

6)フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク ・メ モ リー

(昭 和58年 度 納 入 分)

7)グ ラ フ ィ ッ ク パ ッケ ー ジ ・ソ フ ト ウ ェ ア

(図3-1に 外 観 図 を 示 す)

5.4機 能 詳 細

1)シ ス テ ム コ ン ト ロー ラー

(昭 和57年 度 仕 様 書 参 照)

2)カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ/キ ー ボ ー ドタ ー ミナ ル

(昭 和57年 度 仕 様 書 参 照)

3)X-Yプ ロ ッ ター

(昭 和58年 度 仕 様 書 参 照)

4)タ ブ レ ッ ト

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

オ ペ レー シ ョ ン上 の 操 作 性 向 上 を 考 え て現 在 の ラ イ トペ ン、 ジ ョイ ス テ ィ ッ

ク に 加 え 、 タ ブ レ ッ トを 使 用 す る。
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欝欝

カラーデ ィスプレイ/
キ ーボー ドター ミナル

(昭 和57年 度 納入品)

ノ

コ ン ソ ー ル

(開 発 ソ ー ル)

タブレット

(昭 和59年 度 納入予定)

システ合コン トローラー(開 発 ツ ー ル)

フロッピーデ ィスク メモリー

(昭 和58年 度 納 入 品)

ざ㌻クメモV-(昭和罐 鯉1
コンパ イ ラー(開 発 ソ ー ル)

フ

(開 発 ソール)

図3-1 外 観 図
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① 読 取 範 囲280㎜ ×280m程 度

② 分 解 能o.1㎜ 以 下

③ 精 度 士O.4～0.5㎜ 以 内

5)デ ィス ク ・メモ リー

(昭 和58年 度 仕様 書参 照)

6)フ ロ ッピー デ ィス ク ・メモ リー

(昭 和58年 度 仕様 書 参 照)

7)シ ス テ ム と して の機 能

① 自動 配 線機 能1

自動 配 線 の 初期段 階 では 、 線 分探 索 法 を用 い高 速化 を図 る。 た だ し、 結.

線要 求は任 意 の個 数 指定 で き る こ とを考慮 し、 未 結線 部 が あ れ ば、 これ を

表 示す る機能 を持 つ よ うにす る。

② 自動配 線機 能2

配 線 終 期段 階 は、迷 路 法 を用 い 会話 型 に実行 で きる よ うにす る。

③ 結 線 要 求管 理 機 能

結 線 要 求 入 力及 び そ の フ ァイ ル の管 理 機 能 を拡 充 し、 結 線 要 求 を 指定 で

き る範 囲 を管理 で きる機 能 を附与 す る。

④ パ ター ン管理 機 能 の拡 充

昭和57・58年 度 開 発 のパ ター ン管 理 機 能 を拡 充 し、 設 計 規 則 の 入 力、

表 示及 びそ の管 理 を容 易 にす る。

⑤ エ ラー チ ェ ック機 能 の拡 充

③ 、④ の機 能 を用 い て、'配線 の 妥 当性 を リアルタ イ ムに チ ェ ックす る機

能 を随 意 に呼 び 出せ る よ うにす る。

8)構 造 仕 様

図3-1に 外 観 図 を示 す。
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ろ.5評 価

本 年 度 の プ ロジ ェク トは、 昭 和57年 度 プ ロジ ェク ト 「シ ス テム ハ ウ ス用

CAD端 末 」 及 び、 昭和58年 度 プ ロジ ェク ト 「シ ス テ ムハ ウ ス用 プ リン ト配

線板 設計 援 助 シ ス テ ム」(以 下 、 前年 度 プ ロジ ェク トと呼 ぶ)の 成 果 を うけ て、

これ の機能 を拡 充 し、 シス テ ムハ ウス 向 けに 使い 易 い プ リン ト配 線板 自動 配 線

シス テ ム を実 現 す る こ とに あ った。 従 っ て、本 年 度 の仕 様 書 を満足 す る こ とは

勿論 であ るが、 前年 度 プ ロジ ェク トの成果 と も対 比 して、 八 二 ドウ ェア及 び ソ

フ トウ ェアの機 能 を評 価 す る。

ろ.5.1ハ ー ドウ ェ ア の 評 価

本 年 度 のハ ー ドウ ェアの主 要 な改 良点 は 、 オペ レー シ ョン機 能 にお い て、 前

年度 の ライ トペ ンに加 えて 、 タ ブ レ ッ トを使用 可 能 に した こと にあ る。 従 って、

オ ペ レー シ ョ ン上 の操 作 性 が、 かな り改 善 され てい る。 前 年 度 まで の ライ トペ

ンは 操 作 時 にお い て、 精 度 よ くポイ ン トす る ことが、 少 々困 難 なため 、基 板 上、

密度 の高 い配 線 の 一 つ を、 ピ ックす る にあ た り、 ポイ ン トの誤 動作 を起 こす場

合 が あ った。 そ の意 味 か ら、 タ ブ レ ッ トの採 用 は 、 よ り現 実 の操作 性 を重視 し

た改 善 と言 え る。

更 に、 本 年 度 納 入物 品 の うちハ ー ドウ ェアに関 す る部 分 を評 価す るた め に、

仕 様 書 の要 求 機能 と本 年 度 納 入物 件 の 機 能 とを対 比 して、 表1(a)に 取bま と

め て示 し、 機 器 に関す る評価 を付 記 す る。

タ ブ レ ッ トの機 能対 比 に おい て、 読 取範 囲 が僅 か に仕 様 を下 回 ってい る よ う

だが 、11イ ンチ角 程 度 の 大 き さは あ るた め、 実 用上 差 し支 えな い もの と認 め

られ る。

以 上 述べ た よ うに、 オペ レー シ ョン入 力機 能 の 改 良 に よっ て、 ハー ドウ ェア

機 能 は、 前 年 度 プ ロジ ェク トよ り大 幅 に向上 し、 か つ今 年 度 納 入 のハ ー ドウ ェ

ア物件 につ い て も仕 様 を 満足 してい る もの と評 価 す る。
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表1(a)タ ブ レ ッ トの機 能 対 比

要 目 仕様書の要求機能 納入物件 の機能

① 読取範囲 300㎜ ×300㎜ 程 度 280㎜ ×280mm

② 分 解 能 0.1mm以 下 0.1㎜

③ 精 度 ±0.5㎜ 以 内 ±0.4㎜ ～0.5㎜

5.5.2シ ス テ ム機 能 と評 価

前 年度 プ ロジ ェク トの シス テ ムは、 手 配 線 とい う前提 で 、且 つ 、 管 理機 能 の

強 化 とい う点 を除 い ては 、一 応 使用 可能 なシ ス テ ム であ った。

これ に対 して 、本 年 度 の シ ス テ ムでは 完 成 を 目指 す意味 か ら手 配 線 を 自動 配

線 に、 又 、 管理 の機 能 の強 化 を 目標 と してい る。

す な わち 、

① 線 分 探 索法 に よる 自動 配 線 機能

② 迷 路 法 に よる 自動配 線 機 能

③ 結 線要 求管 理 機 能

④ パ タ ー ン管 理機 能

⑤ エ ラー チ ェ ック機 能

の 機 能追 加 であ る。

これ らの機 能 強 化 の実 現 につ い て は、取 扱 説 明書 に記 述 され てい る よ うに、

ほ ぼ仕 様 書 を満 足 す る ソフ トウ ェアが作 成 され てい る もの と認定 され る。

但 し、 自動配 線 の一 括 実行 処理 領 域 に 関 しては 、 メモ リー 容量 の制 限 に よ る

ものが あ り、 十 分 に満足 とは言 えず 、 更 に商 品化 に際 して は、改 善 を図 る よ う

指 示 した。

又 、 線 分探 索 法 か ら迷 路 法へ の切 り替 え、 配 線 ヒス トグ ラ ム及 び完 成 度 の表

示 等 に つ い ては 、会 話 型処 理 を主 とす る本 シス テ ムに と っ て重 要 な機 能 であ り、

今 後 、更 に 良い手 法 を検討 す る こ と を指 示 した。
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3.5.ろ 総 評

以 上述 べた ハー ドウ ェ ア、 並 び に、 シ ス テム機 能(ソ フ トウ ェア)の 評価 を

総 合す れ ば、 次 の よ うに取 り まと め る こ とが で き る。

(1)ハ ー ドウ ェア構成 は、 タ ブレ ッ ト入 力装 置 の追 加 に よっ て操 作 性 が 向上 し

た。

(2)ソ フ トウ ェ ア機能 に つい ては 、配 線 の 自動 化 に よっ て、 一 層CADシ ス テ

ム と しての完 成 度 を高 めた。

これ らの点 か ら、本 プ ロジ ェク トは 、 当 初予 定 した 目標 性能 を満 足 す る もの

であ る と認 め られ る。

尚、 本 年 度 の委 託 開発 に よb、 シ ス テ ムハ ウ ス用 プ リン ト配 線 板CADシ ス

テ ムは、 一応 完 成 し終止 符 を打 つ。 当初 、 設定 した ハー ドウ ェアは 、昨 今 の技

術 革新 に より、 年 々、 安 価 に且 つ 高 機 能 、 コ ンパ ク トに な って来 つ つ あ り、 現

在 で は、 少 し現 状 にそ ぐわ な くな っ て来 て い る。

そ の意 味 か ら、 これ ら本 格 的 に商 品化 を 目指す 上 で、 再 度 、 ター ゲ ッ トハー

ドウ ェアの 設定 、OSの 見 直 し等 を、 行 な う必 要 が あ る と考 え る。

しか し、 基本構 想 が既 に本 シス テ ム で完成 して い るた め、 そ の作業 も比較 的

容 易 に行 な え る もの と判 断 す る。
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第4章 パー ソナ ル コ ン ピ ュー タ用 回 線制御言語

4.1開 発 ソ フ トウ ェ ア の名 称

　
パー ソナル コ ンピ ュー タ用 回 線制 御 言 語(以 下 「NCL」 とい う。)

※NCLはNetworkControlLanguageの 略 で あ る。

4.2開 発 の 目 的

現 在 パ ソ コンを導 入 し てい る企業 や将 来 パ ソ コン を導 入 したい と考 え て い る

企業 の 中 で 「パ ソ コ ン とホ ス トコ ン ピ ュー タを接続 して 使 用 した い」 とか 「パ

ソ コ ン相互 間 で通 信 を させ たい 」 とい っ た ニー ズ は、 今後 さ らに多 くな る もの

と考 え られ る。

しか しな が ら、 メー カ ー の異 な る機 器 を接続 し通 信 す る場 合 に必 ず プ ロ トコ

ルの相 違 が問 題 に な り、 この こ とがパ ソ コ ンの利 用促 進に 大 きな障 害 を あた え

てい る。

この よ うな 問題 を解 決 し、 パ ソ コ ンの利 用 を大 き く促 進 す る こ とを 目的 と し

て、 パ ソ コ ン用 通 信 ソフ トを作 るた め の ツー ル 「パー ソナ ル コン ピ ュー タ用 回

線 制 御言 語 」 を開発 す る。

4.5本 ソ フ トウ ェ ア の 主 な 機 能

① 本 ソ フ トウ ェアは パ ー ソナル コ ン ピ ュー タ用通 信 ソフ トを作 成 す るた め の

プ リコ ンパ イ ラー で あ り、 文 法 に従 っ て記 述 した プ ・ トコル に基 づ い て、 通

信 ソ フ ト用 アセ ンブ ラー ソー ス プ ロ グラ ムを製成 す る。

② 本 ソフ トウ ェアでは 、 既存 の プ ・ トコル をは じめ、任 意 の プ ロ トコル が 定

義 で きる。

③ 本 ソ フ トウ ェ アで定 義 で きる プ ・ トコル は、ISOプ ロ トコル 階 層 で言 う
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「デー タ リンク レベ ル」 の 範 囲 をサ ポー トす る。

4.4本 ソ フ トウ ェ ア の 適 用 機 種 及 び 構 成

① イ ン テル 製 の8086及 び相 当 品 を搭載 した パ ー ソナル コ ン ピュー タ(但

し、OSと してMS-DOSが サ ポー トされ て い る ものに限 る。)

② コンパ イル 環境

●CPUイ ンテル 製8086及 び相 当 品

・メモ リNCLコ ンパ イル 時80KB以 上 の ユー ザ ー

メモ リー が必 要

・フ ロ ッピー デ ィス ク5イ ンチ 又 は8イ ンチ1ド ライ ブ

●ア イス フ レイ

・キー ボー ド ・

㈱ サ ポー トソ フ トウ ェア と してMS-DOSの アセ ンブ ラー コ ンパ イ ラー

を使 用す る。

4.5NCLで 作 成 さ れ た 回 線 制 御 プ ロ グ ラ ム の 構 造 及 び 機i能

(1)メ モ リマ ップ

DATA

SECTION

DATA

LINK

SECTION

MAINPART SIO

CONTROL

PART

－

SENDPART

RECEIVEPART
w

MONITOR

SEcTION

BREAK-KEY

CONTROL

PART

BREAK-KEY

.

ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム
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② 各 セ ク シ ョ ン の 機 能

①MONITORSECTION

ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム と
、 回 線 制 御 プ ログ ラ ム と の 間 の 情 報 の や り と りを 行

な う。

この セ ク シ ョ ン の プ ロ トコル は ユ ー ザ が 定 義 す る必 要 は な い
。

a.BREAKKEYCONTROLPART

回 線 制 御 プ ロ グ ラ ム に コ ン トロー ル が あ る と き 、 こ の ル ー チ ンで ブ レ

ー ク キ ー の コ ン トロ ーール を行 な う
。

ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム に コ ン トロー ル が あ る 時 は
、 こ の ル ー チ

ンは 無 機 能 で あ る 。

②DATALINKSECTION

a.MAINPART

デ ー タ リ ン ク の確 立 及 び 、SENDPART
、RECEIVEPART

の 制 御 を 行 な う。

ハ ー ドウ ェ ア割 込 処 理(受 信 割 込
、 タ イ マ ー 割 込)を 行 な う。

b.SENDPART

テ キ ス トの 送 信 及 び そ の応 答 の 受 信 等 、 一 連 の テ キ ス ト送 信 シ ー ケ ン

ス の 実 行 を行 な う。

c.RECEIVEPART

テ キ ス トの 受 信 及 び そ の 応 答 の 送 信 等 、 一 連 の テ キ ス ト受 信 シ ー ケ ン

ス の 実 行 を 行 な う。

d.SIOCONTROLPART

送 受 信 モ ー ドの セ ッ ト、 デ ー タ の 送 受 信 等 、 シ リア ル イ ン タ ー フ ェ ー

ス に 対 す る 命 令 を 実 行 す る。

こ のPARTの プ ロ トコル は ユ ー ザ が 定 義 す る必 要 は な い
。

③DATASECTION

CONSTANTSECTIONで 定 義 し た定 数
、 特 殊 レ ジ ス タ 、 フ ラ グ が
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確保 され てい る。

(3)ユ ー ザ プ ロ グ ラムか ら回線 制御 プ ログ ラム を制御 す る場 合 の機 能

ユ ーザ プ ログ ラ ムが回 線 制 御 プ ログ ラム を制御 す る場 合 には 次 の機 能 を使

用 で きる。 これ らの機 能 は コー ド化 して、 回 線制 御 プ ログラ ムに渡 す 情 報 に

セ ッ トして 使用 す る。

① 回線 の オー プ ン

回線制 御 プ ログ ラム の初期 化 、 シ リアル ポー トとタ イマ ー の 初期 化等 を

行 ない、 回線 制御 プ ログラ ム を使 用可 能 な状 態 にす る。

② 回 線 の ク ・一ズ

シ リアル ポー トとタ イマー の リセ ッ トを行 な い、 回線制 御 プ ログ ラム を

解 放す る。

③ テキス トの受 信

ユ ーザ プ ・グ ラ ムがREADY状 態 で あ り
、 テ キ ス トの受 信 が 可 能 で あ

る こ とを 回線 制 御 プ ロ グラ ムに知 らせ、 テキ ス トの受 信 を行 な う。

④ テ キス トの送 信

ユ ー ザ プ ログ ラム 内 にあ る送 信 バ ッフ ァの テキス トを送 信 す る
。

⑤ 送 受信 の 中断

送受 信 中に ブ レイ クキ ー(CONTROL-C)を 押 す こ とに よ り、 送 受

信 を中断 す る。 他 の制 御機 能 は 機 能 コー ドや パ ラメ ー タ等 の 受渡 しが必 要

であ るが 、 送 受信 の中 断 は必 要 ない。

(4)ユ ー ザ プ ログ ラムか ら回線 制 御 プ ログラ ムに渡 す 情報

機 能 コー ド パ ラ メ ー タ
送 受 信 バ ッフ ァア ドレス

オ フ セ ッ ト セ グ メ ン ト

1ノ ミイ ト8ノ ミイ ト2ノ ミイ ト2ノ ミイ ト

① 機 能 コ ー ド

前 記(3)で 記 し た 制 御 機 能 に 対 す る 機 能 コー ド
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② パ ラ メ ー タ

そ れ ぞ れ の 機 能 に 対 す る副 機 能 コー ドを 格 能 す る。

例 え ば 、 送 信 先 ア ド レス 等 、 ユ ー ザ が 自由 に 設定 で き る 。 但 し、 そ れ ぞ

れ の パ ラ メ ー タ の 意 味 は 、 回 線 制 御 プ ロ グ ラ ム とユ ー ザ プ ロ グ ラ ム と の 間

で 統 一 さ れ て い な け れ ば な らな い 。

③ 送 受 信 バ ッ フ ァ ア ド レ ス

「テ キ ス トの 送 信 」 コ マ ン ドを 出 す 時 、送 信 バ ッ フ ァ ア ドレ ス の セ グ メ

ン トと オ フセ ッ トア ドレ ス を セ ッ トす る。

「テ キ ス トの 受 信 」 コマ ン ドを 出 す 時 、 受 信 バ ソ フ ァ ア ド レ ス の セ グ メ

ン トと オ フ セ ッ トア ド レス を セ ッ トす る 。

④ 回 線 制 御 プ ・ グ ラ ム へ の 渡 し方

機 能 コ ー ドの セ グ メ ン トア ドレ ス をDSレ ジ ス タ に セ ッ ト

機 能 コ ー ドの オ フセ ン トア ド レス をDXレ ジ ス タ に セ ッ ト

INTERFACESECTIONのSTATIONの 「INTVECTOR」

で 定 義 し た ア ド レ ス に ソ フ トウ ェ ア 割 り込 み を か け る 。

(5)回 線 制 御 プ ロ グ ラ ム か ら ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム に 返 す 情 報

機 能 コー ド パ ラ メ ー タ
送 受 信 バ ッフ ァア ドレス

オ フ セ ッ ト セ グ メ ン ト

1バ イ ト 8バ イ ト

① 機 能 コ ー ド

(4)と 同 じ コー ドが 返 る 。

② パ ラ メ ー タ

(4)と 同 じ コー ドが 返 る。

③ 送 受 信 バ ッ フ ァ ア ド レ ス

(4)と 同 じ コ ー ドが 返 る。

2バ イ ト 2バ イ ト
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④ リタ ー ン コー ド

回 線 制 御 プ ロ グ ラ ム の 処 理 結 果 の 状 態 がAXレ ジ ス タ に セ ッ トされ る 。

⑤ ユ ー ザ プ ・ グ ラ ム へ の 渡 し 方

機 能 コ ー ドの セ グ メ ン トア ドレ ス がDSレ ジ ス タ に セ ッ ト され て い る 。

機 能 コー ドの オ フ セ ッ トがDXレ ジ ス タ に セ ッ トさ れ て い る 。

上 記 の 状 態 で 、 ソ フ トウ ェ ア割 り込 み か ら 出 る。

4.6NCL言 語 仕 様

〈記 述上 の注 意>

NCL言 語 は 次 の3個 の セ ク シ ョンに よ り構 成 され、 各 セ ク シ ョンは 順番 に

記 述 され な けれぽ な らな い。

①INTERFACESECTION

ス テー シ ョン情 報 お よび 回線 上 の コー ド体 系等 を定 義 す る。

②CONSTANTSECTION

DATALINKSECTION内 で使用 す る定 数 を定 義 す る。

③DATALINKSECTION

a.MAINPART

監 視 シー ケ ンスの 送 受 信 の プ ロ トコル を定 義 す る。

b.SENDPART

テ キス トの送 信 シー ケ ンス の プ ロ トコル を定 義 す る。'

c.RECEIVEPART

テキス トの受 信 シ ー ケ ンスの プ ロ トコル を定 義 す る。

各 セ クシ ョン内は 、 パー ト及 び セ ン テ ンス に よ り構成 され、 セ ク シ ョン名 、

パ ー ト名 、セ ンテ ンス の順 に記述 す る もの と し、 各 フ ィー ル ドは、 ピ リオ ドに

よ り終結 す る。

セ ク シ ョン名 は、 行 の先 頭 か ら記 述 しなげ れ ば な らない が 、 パ ー ト名、 セ ン

テ ンス は行 の どの位 置 に記 述 され てい て もよい。
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尚、 セ クシ ョン名 及 び パー ト名 は、1行 に1ス テー トメ ン トの み記 述 で きる

もの とす る。

〈使 用可 能 文 字 セ ッ ト>

NCLで 使用 で き る文 字は 、英 字、 数 字、 カナ文 字 及 び 次 の特 殊 文 字 で あ る。

()十 一 ・ 〈 〉=斗/

〈レジス タ及 び フ ラ グに つ い て>

NCLは 以 下 に示 す7種 類 の レジ ス タ と、3種 類 の フ ラ グを用 意 し てい る。

レジス タ及 び フ ラグは 、特 定 の 目的 の た め に使用 す る一 種 の変 数 で、NCL

自身が用 意 し てい るた め 、 ユ ー ザ が定 義す る必要 は ない。

ユ ー ザはDATALINKSECTION内 で、 これ らの レ ジス タ を 自由に 参

照 、変 更 す る こ とが で き る。 た だ し、 フ ラグは参 照 だけ が 可能 であ る。

レジス タ

①BCC

ブ ロ ックチ ェ ソク用 の1バ イ トの レジス タ

②CRC

フ レー ム チ ェ ック用 の2バ イ トの レジス タ

③RGO、RG1、RG2、 ～RG15

汎 用 の1バ イ トの レジ スタ

④PARAO、 ～PARA7

ユー ザ プ ・グ ラム と回 線 制 御 プ ログラ ム との間 の情 報交 換 エ リア中 に あ

るパ ラ メー タを 示す8個 の1バ イ トレジ ス タ

⑤BITS

ビ ッ ト操 作 用 の1バ イ トの レジス タ

BITS内 の特定 の ビ ッ トを使用 す る時 は、BITO～BIT7を 使 用

す る。
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⑥CHR

1バ イ トの送 受 信 用 の バ ッフ ァ レジス タ

⑦ADDR1、ADDR2

自局 の 端末 ア ドレス を格 納 して お くた め の レジ スタ

フ ラ グ

①ERROR

送 受信 時 にエ ラー が発 生 した場 合 、 この フ ラ グに エ ラー コー ドがセ ッ ト

され る。

②RREQUEST

ユ ーザ ー プ ログラ ム か ら 「テキ ス トの受 信 」 コマ ン ドが 入 力 され る と、

この フラ グはONの 状 態 に な る。

テ キ ス ト受 信完 了 後 、又 は受 信 中断後 にOFFの 状 態 に な る。

この フ ラ グはDATALINKSECTION内 で参 照 は 可能 だ が、 セ ッ

トは で き ない。

③SREQUEST

ユー ザ ー プ ロ グ ラムか ら 「テ キス トの送 信 」 コマ ン ドが 入 力 され ると、

この レジス タ はONの 状 態 に な る。

テ キス ト送 信 完 了 後、 又 は 送 信 中断 後 にOFFの 状態 に な る。

この レジス タはDATALINKSECTION内 で 参 照 は可 能 だ が、 セ

ッ トは で きない。

〈送受 信 バ ッフ ァ につ い て 〉

回線 制 御 プ ログ ラ ム内 に は送 受 信 用 バ ッフ ァは無 い ため 、 ユ ーザ ー プ ログラ

ム内 で確 保 す る必 要 があ る。NCL内 で これ らの バ ッフ ァを 使用 す る時 の バ ッ

フ ァ名 は送 信 バ ッフ ァはSBUF、 受信 バ ッフ ァはRBUFで あ る。

以下 、 各SECTIONの 文 法 につ い て記 述 す る。
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(1)INTERFACESECTION

a.STATIONPART

'MACHINENAME=
.xxxxxxx・

NCLで 作 成 さ れ た 回 線 制 御 フ.ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る パ ー ソ ナ ル コ ン

ピ ュー タ セ ッ トの 名 称 を 記 述 す る 。

(例)MACHINENAME=PC9800

・STATIONADDRESS=xx .

端 末 の ア ド レス を16進 の1バ イ ト又 は2バ イ トで 指 定 す る。

こ こ で 定 義 した ア ドレ ス は 、ADDR1、2レ ジ ス タ に 格 納 さ れ て 、

DATALINKSECTIONに お い て 、参 照 可 能 で あ る 。

・BUFFERLENGTH=xx .

送 受 信 バ ッ フ ァ の 容 量 を16進2バ イ トで 定 義 す る 。

・INTVECTER=xx.

ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム か ら回 線 制 御 プ ロ グ ラ ム へ 動 作 要 求 を す

る 時 の ソ フ トウ ェ ア割 込 み ベ ク タ ー 番 号 を16進1バ イ トで 定 義 す る 。

●COMMUNICATIONMODE={lllF::二:}

使 用 回 線 が 、 半 二 重 か 全 二 重 か を 定 義 す る。

・CLOCK=nn .

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ セ ッ トの ク ロ ッ ク周 波 数 を10進2桁 で 定 義

す る。 単 位 はMHZ。

・TIMEOUT=nnn .

タ イ マ ー 割 込 み 用 の タ イ ム ア ウ ト時 間 を10進3桁 で 定 義 す る 。

単 位 はmsec。

●SPEED=nnnnnn .

回 線 上 の デ ー タ転 送 速 度 を10進6桁 で定 義 す る。

単 位 はBPS。1
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b.CODEPART

回線 上 で使用 す る コー ド体 系等 を定 義 す る。

'SET=ぱ1

,}.

ASCIIコ ー ドかEBCDICコ ー ドか を 定 義 す る。

'BIT=(1}

.

7ビ ッ トコー ドか8ビ ッ トコー ドか を定 義 す る。

.●PARITY;認1∴!

パ リティ ビ ッ トの種 類 を定 義 す る。

●MODE={㌻

,麟 ∴ 歩同期式)}.

伝 送 方 式 が 同 期 式 か 非 同 期 式 か を定 義 す る。

・SYNCCHR=n(xx)
.

同 期 式 の 場 合 のSYNCキ ャ ラ ク タ コー ド及 び そ の 数 を定 義 す る。

nはSYNCキ ャ ラ ク タ の 数(10進1桁)

xxはSYNCキ ャ ラ ク タ コ ー ド(16進2桁1・ ミイ ト)

●STOPBIT=/;/

.

非 同 期 式 の 時 の ス ト ソ プ ビ ソ トの 数 を定 義 す る 。

・SICHR=xx
.

7ビ ッ ト系 コ ー ドを 使 用 す る 場 合 、 シ フ トイ ン コ ー ドを16進1バ イ

トで定 義 す る 。

・SOCHR=xx .

7ビ ッ ト系 コー ドを 使 用 す る 場 合 、 シ フ トア ウ トコー ドを16進1バ
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イ トで 定 義 す る 。

(2)CONSTANTSECTION

こ の セ ク シ ョ ン で は 、DATALINKSECTIONで 使 用 す る定 数 を定

義 す る 。

a.定 数 の 定 義(DefineConstant)

定 数 名=mt¶XX".

定 数 名 は 英 数 字 に よ り構 成 さ れ 、 最 大8桁 とす る 。

又 、 定 数 名 は ユ ニー クで なけ れ ば な らず 、特 殊 レジス タ名 は定 数名 と

し て 使 用 で きな い 。

mは 定 数 の モ ー ドで あb、"x"=16進 数 とす る。

ttA"
=キ ャ ラ ク タ

xxは 定 数 で あb、 最 大16桁(16進 で8バ イ ト、 キ ャ ラ ク タ で

16バ イ ト)と す る。 ,

(3)DATALINKSECTION

下 記 の 説 明 で[と]で 囲 まれ た 部 分 は 省 略 が 可 能 で あ る 。

リテ ラ ル の記 述 方 法 はCONSTANTSECTIONと 同 じ で あ る 。

a.送 信 状 態 、 受 信 状 態 の セ ン ト

SET{麗

IVE}.

端末 を送信可能状態、受信可能状態 にす る。

b.情 報 の送信

一{三 一(一 一])

定 数 、 レジス ター の 内容 又 は リテ ラル を送 信す る。

レジ ス ター の場 合 は1バ イ ト、定 数 ・リテ ラル の場 合 は1バ イ ト以 上

の情報 を連 続 して送 信 す る。
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SEND命 令 を行 う場 合 は 、 あ らか じめ、SETSEND命 令 で送 信可

能 状態 に して お かね ば な らな い。

C.情 報 の 受信

RECEIVE([TIMEOUT=xxx][,ERR=ラ ベル名]).

回線 よ り受 信 した デー タ を、CHRレ ジス タ にセ ッ トす る。

TIMEOUT時 間 を指 定 す る と、 その 時間 内に 受 信 が されな い場 合 、

TIMEOUTエ ラー に な る。TIMEOUT時 間 を指 定 しない と デ フ

ォル トのTIMEOUT時 間 が使 用 され る。

受 信 時 にエ ラー が発 生 した場 合 、 指定 した ラベ ル 名 に ジ ャ ンプす る。

RECEIVE命 令 を行 う場 合 は、予 め、SETRECEIVE命 令 で受

信可 能 状 態 に して おかね ば な らな い。

d.送 信 バ ッフ ァか ら レジ スタ へ の1バ イ トのデ ー タ転 送

GETレ ジ ろタ名([ERR=ラ ベ ル名]).

ユー ザ プ ログラ ムか ら渡 され た送信 バ ッフ ァア ドレス で指定 され た エ

リア か ら、1バ イ トの送 信 テ キ ス トを取 出 して、 指 定 す る レジ スタ に

移す 。

な お、 送 信 バ ッフ ァア ドレス の コン トロー ル は、 自動 的 に行 な わ れ る。

また 、 送 信 バ ッフ ァにデー タ がな い 時は 、ERRで 指 定 した ラベ ル名

の ス テー トメ ン トに コン トロー ル を移 す 。

e.レ ジス タ か ら受信 バ ッフ ァへ の1バ イ ト転 送

PUTレ ジス タ名([ERR=ラ ベ ル 名]).

指定 した レジス タ よb、1バ イ トの受 信 テキ ス トを受 信 バ ッフ ァにセ

ッ トす る。

な お、 受 信 バ ッフ ァア ドレス の コ ン トロー ル は、 自動 的 に行 な われ る。

また、 受 信 バ ッフ ァに デー タが な い時 は、ERRで 指定 した ラベ ル名

のス テー トメ ン トに コン トロー ル を移 す 。
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f.送 受 信 バ ッフ ァ ア ド レ ス の 初 期 化

INITぱ}
.

送 受信 バ ッフ ァア ドレス を先 頭 に戻 す。

9・ 代 入

レー 巨 り
.

右 辺 で指定 した エ リアの 内容 を左 辺 のエ リアに移 す。

pは 定 数 の エ リア の先 頭 を0と した 時 の相 対 ポ イ ン トを示 す。

pの 単 位 は バ イ ト。

pを 指定 しな い場 合 は定 数 の先 頭 の1バ イ トが代 入 され る。

h.算 術 演 算(2進)

レ ジス タ名=

レジス タ名

定数名(P)

十 レジス タ名

一 定数 名(P)

美 リテ ラル

/

i.論 理 演 算

レー{∴ 隙 巳:}
.

j.BITSレ ジ ス タ 内 の 特 定 ビ ッ トの セ ッ ト、 リセ ッ ト

SETBITn{:I

F}.

nは0～7ま で の 数 で 、 レ ジ ス タ 内 の特 定 の ビ ッ トを 表 わ す。

ONの 時1に 、OFFの 時0に セ ッ トさ れ る。
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k.ビ ッ トシ フ ト

RSHIFTレ ジ ス タ 名.

レ ジ ス タ 内 の デ ー タ を1ビ ソ ト右 に シ フ トす る 。

左 端 の ビ ソ トに は 、0が セ ッ トさ れ る。

LSHIFTレ ジ ス タ 名.

レ ジ ス タ 内 の デ ー タ を1ビ ッ ト左 に シ フ トす る。

右 端 の ビ ッ トに は 、0が セ ン トさ れ る 。

1.レ ジ ス タ 、 受 信 バ ッ フ ァ内 容 の 初 期 化

C∴ 鶯

.
m.比 較

IF条 件 式THEN処 理1[ELSE処 理2].

条 件 式 が 真 な らば、 処理1を 実行 す る。

条 件 式 が 偽 な らば、 処理2を 実行 す る。 但 し、ELSE句 がな け れ ば

処理 は行 な わ れ な い。

処 理1、 処 理2は 複 合文 で もか まわ ない 。IF文 の ネ ステ ィン グは

ゆ る され な い。

〈条件式の様 式1>

レジ ス タ名

(条 件名)

条件名

〉

〈

NOT=

NOT>

NOT<

嘉:タ 名}
EQUAL

GREATERT已AN

LESSTHAN

NOTEQUAL

NOTGREATERTHAN

NOTLESSTHAN

－42一



n.

〈条件 式の様式2>

プ・グ名 条件名{烈

(条 件 名)=EQUAL

NOT=NOTEQUAL

分 岐

GOTOラ ベ ル 名.

定 義 された 同 一 セ クシ ョン内 の ラベ ル名 に、 無条 件 ジ ャ ンプす る。

SENDPART|

RECEIVEPART

定 義 さ れ た パ ー トの 先 頭 に ジ ャ ンプ す る。(MAINPART内 で の

み 使 用 で き る。)

o.CALLさ れ た パ ー トか らMAINPARTへ の 戻 り

RETURNリ タ ー ン コー ド.

SENDPART又 はRECEIVEPARTか ら 、MAINPARTの

CALLし た 次 の ス テ ッ プ へ 、 コ ン ト ロー ル を戻 す 。 こ の 時 、(00)H

～(FF)Hの リ タ ー ン コー ドを ユ ー ザ ー プ ロ グ ラ ム に 返 す こ と が で き

る 。

p.コ ー ド変 換 の 制 御

SETTRANS{:I

F}.

TRANSONの 状態 では 、CODESECTIONで 定 義 した コー ド

体 系 に送 受信 デー タを変 換 す る。

TRANSOFFの 状態 では 、 コー ド変 換は 行 なわ な い。

q.待 ち 状態 の保 持

WAIT([TIMEOUT==ラ ベル名]) .

ー
LLAC
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こ の 状 態 で 受 信 割 込 み が か か れ ば 、 次 の ス テ ップ ヘ コ ン トロー ル が 移

る。 また 、TIMEOUTに な れ ば 、 ラベ ル 名 で 指 定 した ス テ ー トメ

ン トに コ ン トロー ル が 移 る 。

r.ア セ ン ブ ラ ソ ー ス フ.ロ グ ラ ム の 組 み 込 み

ENTER.

ア セ ン ブ ラ ソ ー ス プ ロ グ ラ ム 開 始 の 定 義

こ の コ マ ン ドの 直 後 か ら ア セ ン ブ ラ ソー ス を 記 述 で き る。

EXIT.

ア セ ン ブ ラ ソー ス プ ロ グ ラ ム 終 了 の 定 義

ア セ ン ブ ラ ソ ー ス プ ロ グ ラ ムは 上 記 、ENTERとEXITの 間 で

の み 記 述 で き る。

ア セ ン ブ ラ の構i文 は 、 マ イ ク ロ ソ フ ト製 の8086ア セ ン ブ ラ に

従 う。

次 の 命 令 は 使 用 で き な い 。

CLI,ESC,HALT,INT,INTO,IRET

JMP,LOCK,WAIT

又 、EXITで ア セ ン ブ ラ プ ロ グ ラ ム か ら 出 る 時 、 全 て の レ ジ ス タ プ ラ

グ は 、ENTERで ア セ ン ブ ラ プ ロ グ ラ ム に 入 る 直 前 の 状 態 に 戻 して お

か な け れ ば な らな い 。

ア セ ン ブ ラ ソ ー ス プ ロ グ ラ ム 内 の ラ ベ ル 名 は 全 て 、"@"で 始 ま ら な

け れ ば な ら な い 。

4.7評 価

(1)シ ス テ ムの評 価

評 価 に あた り、 以 下 のパ ー ソナル コ ン ピ ュー タ2台 を使 用 して シ ス テ ムの

評価 を行 な った。
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①PC-9801F2(5イ ンチ フ ・ ッピー2ド ラ イ ブ付)、 メモ リ512KB

8イ ンチ フ ロ ッピーデ ィス ク、 デ ィス プ レイ、 プ リンタ

② パ ソ ピア1600モ デ ル30(5イ ン チ フ ・ ソ ピー1ド ライ ブ付)、

メ モ リ256KB、 デ ィス プ レイ

① と② の 中 間 に動 作 状 況 を モ ニ タ ー す る た め にYHP社 の プ ロ トコー ル ア

ナ ライ ザ ー を 挿 入 ・接 続 して 動 作 状 態 を確 認 した 。

使 用 した テ ス ト用 ソ フ トウ ェ ア は 別 紙 資 料 の 通 り で あ る。

こ の ソ フ トウ ェ ア を 両 マ シ ン 上 に ロー ドし 、 双 方 に デ ー タ の 送 受 を 行 な い 、

異 機 種 の パ ソ コ ン 間 で 通 信 が 行 な わ れ て い る こ と を確 認 した 。

通 信 速 度 は パ ソ コ ン の ク ロ ッ ク周 波 数 に よ っ て 変 わ る が 、PC-9801F2

を 例 に と る と、

ク ロ ッ ク 周 波 数 が8MHzの 場 合9600ボ ーmax.

5MHz〃38400ボ ーmax.

と な り、8MHzの 時 に 遅 い の は ク ロ ッ ク を 分 周 して い くと 割 り切 れ な い た

め で あ る。

しか し、 ユ ー ザ ー に 許 容 し て い る最 大 通 信 速 度 は ク ・ ッ ク 周 波 数5MHz

の 場 合 で38400ボ ー と か な り高 速 で あ り、 当 初 予 定 の12800ボ ー よb大

巾 に 改 善 さ れ て い る こ と が 確 認 で き た 。

(2)総 評

検 査 の 結=果 、 本 「パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ 用 回 線 制 御 言 語 」 は 、 仕 様 を 満

た して い る こ と を確 認 した 。

しか し、 こ れ を よ り 使 い 易 くす る た め に は 下 記 の 点 を改 良 し た ら良 い と思

わ れ る 。

① 現 在 の デ ー タ ・セ グ メ ン トサ イ ズ64KBが 若 干 大 きい と 思 わ れ る の で

32KBに 変 更 す る。

②PC-9801、 パ ソ ピア ユ600以 外 の 他 機 種 の プ ・ トコ ー ル の記 述 例 を

1機 種 で も多 く作 成 す る 。
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こ れ ら の 点 を 改 良 し、 市 販 さ れ 、 よ り多 くの パ ソ コ ン ユ ー ザ ー の お 役 に 立

つ こ と を期 待 した い 。、
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